
10時30分～17時30分（ラストオーダー 17時）

『舞姫』初出誌
「国民之友」69号　民友社　
明治23（1890）年1月

『森鷗外自筆　舞姫草稿』（複製） 
跡見学園女子大学刊

　

森
鷗
外
（
文
久
２﹇
１
８
６
２
﹈-

大
正
11
﹇
１
９
２
２
﹈）
は
、
小

説
『
舞
姫
』を
明
治
23
﹇
１
８
９
０
﹈
年
１
月
に
雑

誌「
国
民
之
友
」に
発
表
し
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
論
文
や
外
国
文
学
の
翻
訳
等
を
主
に

執
筆
し
て
き
た
鷗
外
が
発
表
し
た
創
作

小
説
の
第
一
作
目
で
す
。
こ
の
作
品
は
、

昭
和
32
﹇
１
９
５
７
﹈
年
以
降
、
高
等
学
校
国

語
科
の
教
科
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き

た
こ
と
か
ら
、
森
鷗
外
と
い
う
作
家
を

『
舞
姫
』と
い
う
作
品
と
と
も
に
記
憶

し
て
い
る
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

小
説『
舞
姫
』は
、
ド
イ
ツ
か
ら
船

で
帰
国
途
中
の
青
年
・
太
田
豊
太
郎

に
よ
る
回
想
と
い
う
形
を
と
り
ま

す
。
官
僚
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
ベ
ル

リ
ン
で
出
会
っ
た
エ
リ
ス
と
の
恋
、

自
分
の
学
問
や
将
来
な
ど
を
巡
る

葛
藤
や
悩
み
と
と
も
に
、
帰
国
に

至
っ
た
い
き
さ
つ
が
描
か
れ
ま
す
。

　

本
展
で
は
、鷗
外
生
前
に『
舞
姫
』

が
掲
載
さ
れ
た
雑
誌
や
書
籍
の
ほ

か
、
創
作
の
背
景
に
あ
っ
た
鷗
外
自

身
の
ド
イ
ツ
留
学
や
当
時
の
反
響

な
ど
に
関
連
す
る
館
蔵
資
料
を
展
示

し
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
国
民
之
友
」で
発
表
さ

れ
る
直
前
の
明
治
22
年
末
に
執
筆
し

た
自
筆
草
稿（
複
製
）全
28
枚
を
展
示

し
ま
す
。
鷗
外
は『
舞
姫
』を
書
籍
に

収
録
す
る
た
び
に
推
敲
を
重
ね
て
お

り
、
今
日
私
た
ち
が
教
科
書
な
ど
で
よ

む『
舞
姫
』と
自
筆
草
稿
と
を
比
べ
る
と
、

語
句
の
変
更
や
削
除
箇
所
が
あ
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
す
。
手
書
き
の
文
字
や
推
敲
の

跡
に
注
目
し
な
が
ら
よ
み
、
鷗
外
が
吟
味
を

重
ね
た
言
葉
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

鷗外忌記念展示

文京区立森鷗外記念館
〒113-0022　東京都文京区千駄木1－23－4
電話　03－3824－5511
URL　https://moriogai-kinenkan.jp

展示関連企画

お申し込み方法

アクセス
○電車
東京メトロ千代田線「千駄木」駅1番出口徒歩5分
東京メトロ南北線「本駒込」駅1番出口徒歩10分
都営三田線「白山」駅A3番出口徒歩15分
JR線・京成線「日暮里」駅西口徒歩15分
○バス
都営バス草63番系統「千駄木一丁目」下車徒歩1分
都営バス上58番系統「団子坂下」下車徒歩5分
B ーぐる千駄木・駒込ルート「19特養ホーム千駄木の郷」
下車徒歩5分
※一般の駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用ください。

特別展「宮内省の官僚・森鷗外（仮）」
2025年10月11日（土）～ 2026年1月12日（月・祝）

次回
展示

鷗外『塵泥』
千章館　
大正4（1915）年12月

ちりひじ

小説『舞姫』をよんでみよう！

〈講演会〉
「明治20年代の青年太田豊太郎
ー作品「舞姫」が問いかけてくるものー」
明治20年代を生きる一青年太田豊太郎が、〈今・ここ〉
に生きる私たちに投げかける問いかけを見つめ直して
みたいと思います。

講師 ：須田喜代次氏（大妻女子大学名誉教授、森鷗外記念会会長）
日時 ：8月30日（土）14時 ～ 15時30分
会場 ：文京区立森鷗外記念館　2階講座室
定員 ：50名（事前申込制）
料金 ：無料（参加票と本展覧会観覧券（半券可）が必要）
申込締切：8月14日（木）必着

7月9日の鷗外命日（鷗外忌）にちなみ、鷗外「遺言
書」の原資料を展示します。また、鷗外忌当日は9
時から開館し、展示を観覧された方にオリジナルし
おりをプレゼントします。

「遺言書」展示期間：7月4日（金）～31日（木）の開館日

【往復はがき】
往信に希望プログラム名・氏名（ふりがな）・住所・
電話番号を、返信用には、住所・氏名を明記の上、
〒113－0022 東京都文京区千駄木1－23－4 文京
区立森鷗外記念館「展示関連イベント」受付係まで。

【Ｅメール】
件名に希望プログラム名、本文に氏名（ふりがな）・
電話番号・Ｅメールアドレスを明記の上、下記へ。
bmk-event@mor ioga i - k inenkan . jp

〈朗読体験ワークショップ〉
「『舞姫』を朗読する」（2回講座）
小説『舞姫』を声に出して読む朗読ワークショップで
す。文語体で書かれた『舞姫』（抜粋）を朗読する全
2回の講座、最終日は個人発表を行います。
※9月7日、14日の両日参加可能の方のみの募集です。

講師：内木明子氏（朗読家、早稲田大学・相模女子大学非常勤講師）
日時：9月7日（日）、14日（日）
  13時30分 ～ 15時30分
会場：文京区立森鷗外記念館　2階講座室
定員：16名（事前申込制）
料金 ：3,500円（２回分）
申込締切：8月22日（金）消印有効

〈ギャラリートーク〉
いずれも申込不要、高校生以上は展示観覧券が必
要です。

◎学芸員によるコレクション展ギャラリートーク
日時 ：7月30日、9月3日（いずれも水曜日）
   14時～（30分程度）

◎学芸員による子ども向けギャラリートーク
当館学芸員と共に鷗外の生涯（常設展示）をめぐり
ます。

日時 ：8月3日（日）13時～（30分程度）
対象 ：小学校4年生から

日本近代文学館のご案内

鷗外『美奈和集』
春陽堂　
明治25（1892）年7月

みなわしゅう

※申し込みは、はがき、メールともに1通につき1名（お一人1通まで）。応募者多数の場合は抽選いたします。

8/27(水) ～ 29(金） メンテナンス休業モリキネカフェ

公益財団法人日本近代文学館2025年度夏季企画展

「教科書のなかの文学／教室のそとの文学Ⅲ
―森鷗外「舞姫」とその時代」

会期 ： 2025年6月28日（土）～ 9月6日（土）
休館日 ： 毎週日曜、月曜（祝日開館、翌火曜休館）、
  第4木曜（7/24、8/28）
開館時間 ： 9時30分～16時30分（最終入館16時）
観覧料 ： 一般300円（20名以上の団体は一人200円）
  中学・高校生100円
編集委員 ： 須田喜代次、紅野謙介
主催・会場 ： 公益財団法人 日本近代文学館
〒153-0041 東京都目黒区駒場4－3－55（駒場公園内）
電話　03－3468－4181
URL  https://www.bungakukan.or. jp/


